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道路ＳＦ ３　　ＳＲ １構築以前の遺構と確実に言えるのは，ＳＲ １北盛土直下で検出さ
れた東西道路ＳＦ 3である。この道路は ２枚の堅い面からなり，上層検出面の標高は45.9
ｍ前後，下層検出面の標高は45.8ｍ前後である。上層の上面ＳＦ 3－ １は，南側をＳＲ １
に切られ，北側にはＳＲ １北盛土が落ち込むため，路面の幅は不明である。この部分を １
回目として掘削した。
　 １ 回目の掘削後，幅 １～1.5ｍで，直径 ５㎝前後の礫を含む東西の石敷面ＳＦ 3 － ２ を
検出した。これより下部を下層とし， ２回目として掘削した。 ２回目掘削後の標高は45.6
ｍ前後である。
















　ＳＦ ２－ １の南側は後代の溝ＳＤ 3に破壊されているが，畔断面ではその南側溝らしき
落ち込みがＳＤ 3の下に見えた。
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その上面であるＳＦ ２－ ２検出面の標高は45.7ｍであり，これより下層を 3回目として掘











































遺物を多く含む路面または路盤が見つかっている。ＳＦ ２－ ２→ＳＦ 3→ＳＦ ２－ １とい


















道路ＳＦ 1　　ＳＲ １北盛土上で検出された道路。先述したＳＦ ２の上には，淡褐色土
が埋積しており，おそらく東西道路が18世紀前半～中頃にＳＦ ２から北盛土上のＳＦ １に
移行したことに関係してＳＦ ２が廃絶したことによると推測できる。
































東西溝群　　ＳＤ ５のすぐ南でみつかった，ＳＲ １およびＳＤ ５と平行な溝群（ＳＤ ７


























水路ＳＲ 1　　ＳＦ １南のＳＲ １は，19世紀半ばの洪水により一気に廃絶される。この
























　ＳＸ ２は，上層，下層，最下層に分かれる。上層の灰色砂礫（第 ２ａ層）は，ＳＲ １南
盛土の上付近からから南にかけて分布する。約20～30㎝の厚さで，径 ２～10㎝位の礫を多









































































　 ４　出 土 遺 物
ＳＦ ２出土遺物（Ⅲ １～Ⅲ127）　　ＳＦ ２ は 3 回に分けて掘削し，遺物を取り上げを
おこなったが， 3回目の掘削では遺物は僅少で，年代比定のできるものはなかった。ここ
に掲げた遺物は， １回目と ２回目の掘削で出土した遺物，すなわちＳＦ ２上層に関係する
ものである。
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掘削 １回目，Ⅲ156・Ⅲ157・Ⅲ160が ２ 回目，Ⅲ159が 3 回目の出土。Ⅲ158は北肩盛土（新
盛土）出土である。




□年製」の銘をもつ。Ⅲ167・Ⅲ168は ４ 回目，Ⅲ169・Ⅲ172・Ⅲ173・Ⅲ176は １ 回目，Ⅲ
170・Ⅲ171・Ⅲ174は ２ 回目，Ⅲ175は 3 回目出土。Ⅲ177は皿。見込みに，山水楼閣文を
描く。 ２回目出土。Ⅲ178は蓋。 １回目出土。
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が道路ＳＦ ２－ １であるが，18世紀中頃までには廃絶し，村境の道路はＳＲ １の北側盛土
の上面に移動する（ＳＦ １）。そして水路は，19世紀中葉の遺物を多量に含む洪水性堆積
物によって埋積しその役割を終えている。以上のような成果は，前回の調査成果を補強す
るものであり，村境のありようを知るうえで重要な知見となった。
　もう一つ，今回の調査で新たに判明した成果として，ＳＸ １・ＳＸ ２とした集石および
砂礫土の存在があげられる。ＳＸ １はＳＸ ２を切っており，時間的には新しいが，ともに
幕末頃の遺物を多量に含んでおり，それほどの時間差は認められない。ＳＸ ２は ３層に細
分できるが，その最下層（ ２ｃ層）はＳＲ １を埋積した洪水性堆積物の溢流であり，その
上部を覆う ２ａ・ ２ｂ層は，この付近全体を地均しするための整地土と推定できる。ＳＸ
１も整地のための集石である可能性が高い。これらは，出土遺物から判断して，幕末にこ
の地に設置された練兵場に関連するものであろう。さきに，この地に練兵場が設置された
理由の一つとして，度重なる洪水による荒蕪地化を掲げたが〔千葉・長尾2014〕，ＳＸ １・
ＳＸ ２は，そうした想定を支持する証拠になるかもしれない。
　現地調査と整理作業は千葉豊が担当し，長尾玲が補佐した。測量や出土資料の整理など
にあたっては，河野葵・西田陽子・上阪航・杢佐和子・高野紗奈江・馬兆中の助力を得た。
